
町田都市計画地区計画の変更（町田市決定） 
都市計画鶴川駅前地区地区計画を次のように変更する。 

名  称 鶴川駅北地区地区計画 
位   置※ 町田市能ヶ谷一丁目、能ヶ谷二丁目、能ヶ谷三丁目及び大蔵町各地内 
面   積※ 約１１．７ｈａ 

地区計画の目標 本地区は小田急線鶴川駅の北側に位置し、１９６０年代から行われてきた土地区画整理事業により駅前広場や道路などが整備され、沿

道に中高層建築物が建ち並ぶ市街地が形成されている。 
『町田市都市計画マスタープラン』において、東の玄関口となる交通・都市活動の拠点として、地域の資源を活かしながら、周辺の市と

も連携した都市基盤の整備、商業・業務・文化機能の集積、公共公益施設の整備などの都市機能の充実を図る副次核に位置付けている。 
また、２０１６年１０月に策定した『鶴川駅周辺再整備基本方針』における『安全で便利な交通と快適で賑わいのある駅前空間』の実現

のため、駅前広場の再整備や駅の南北を結ぶ自由通路の整備を予定している。これを契機に副次核にふさわしい施設やにぎわい空間の誘

導を図るとともに、地区北部に位置する住宅地においては、生活道路の拡幅等を誘導することにより、防災性及び交通安全性の向上を図

る。 
これらのことを踏まえ、本地区計画により地区の特性を踏まえた建築物等の適正な制限・誘導を行うとともに、地区施設の維持、保全及

び整備を誘導することにより、副次核にふさわしい活力と魅力にあふれた街の実現を目指す。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
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全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の 
方針 

本地区を７地区に区分し、それぞれの土地利用の方針を以下のとおり定める。 
１ 駅前商業地区 

町田市の副次核にふさわしい土地の合理的な高度利用及び健全な商業集積を促進するとともに、行政サービス・文化機能等の整備を

目指し、活力とにぎわいのある商業地を形成する。 
２ 沿道商業地区 
  幹線道路に面する立地条件を活かし、土地の合理的な高度利用及び健全な商業集積を促進し、利便性の高い商業地を形成する。 
３ 周辺商業地区Ａ 
  幹線道路に面する立地条件を活かし、周辺地域住民の利便性及び周辺住宅地との調和に配慮した健全な商業地を形成する。 
４ 周辺商業地区Ｂ 

後背住宅地の住環境に配慮しながら、周辺地域住民の利便性向上に資する健全な商業地を誘導する。 
５ 周辺商業地区Ｃ 
  後背市街地の環境に配慮しながら、幹線道路に面する立地条件を活かし、合理的な土地利用及び健全な商業集積を誘導する。 
６ 住宅地区Ａ 



  駅近接地という特性を活かし、中層住宅を主体とした良好な住環境を備えた住宅地を形成する。 
７ 住宅地区Ｂ 
  周辺の住宅地と調和した、良好な低層住宅地を形成する。 

地区施設の 
整備の方針 

１ 土地区画整理事業により適正配置・整備された道路・公園の維持及び保全を図る。 
２ 住宅地区Ｂにおいては区画道路を新たに配置するとともに隅切りを整備し、防災性及び交通安全性の向上を図る。 
３ 区画道路２３号においては転回広場を整備し、交通安全性の向上を図る。 

建築物等の 
整備の方針 

１ 区分された各地区の特性に応じ、建築物の用途について必要な制限を定める。 
２ 健全で合理的な土地利用を図るため、敷地面積に応じた建築物の容積率の最高限度を定める。 
３ 建築物の建て詰まりを避けるとともに敷地の再分割による過小宅地を防止することにより、良好な住環境の形成を図るため、建築物

の敷地面積の最低限度を定める。 
４ ゆとりある良好な住環境を誘導するため、壁面の位置の制限を定める。 
５ 魅力ある街並みの形成を図るため、建築物等の形態又は色彩その他の意匠については周辺環境と調和したものとする。 

地
区
整
備
計
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地区の位置 町田市能ヶ谷一丁目、能ヶ谷二丁目、能ヶ谷三丁目及び大蔵町各地内 
地区の面積 約１１．７ｈａ 
地区施設の 
配置及び規模 

種類 名  称 幅 員 又は 面 積 延  長 備  考 

道路 

区画道路１号※  １０ｍ 約 ５０ｍ 既設 
区画道路２号※  １６ｍ 約 ４５ｍ 既設 
区画道路３号※   ８ｍ 約 ５６ｍ 既設 
区画道路４号   ６ｍ 約２０９ｍ 既設 
区画道路５号   ６ｍ 約 ２０ｍ 既設 
区画道路６号※  １１～３８ｍ 約 ３２ｍ 既設 
区画道路７号   ６ｍ 約 ５４ｍ 既設 
区画道路８号   ６ｍ 約 ６８ｍ 既設 
区画道路９号  ３ｍ（６ｍ） 約２８０ｍ 既設 
区画道路１０号  ５ｍ 約 ４５ｍ 既設 
区画道路１１号  ５ｍ 約 ６１ｍ 既設 
区画道路１２号  ５ｍ 約 ５１ｍ 既設 
区画道路１３号  ５ｍ 約 ９９ｍ 既設 



区画道路１４号  ５ｍ 約 ６２ｍ 既設 
区画道路１５号 ２ｍ（４ｍ） 約 ４２ｍ 既設 
区画道路１６号 ５ｍ 約１４３ｍ 既設 
区画道路１７号  ６ｍ 約 ８５ｍ 既設 
区画道路１８号※  ９ｍ 約 ３１ｍ 既設 
区画道路１９号  ５ｍ 約 ９８ｍ 既設 
区画道路２０号 ２．５ｍ（４．７５ｍ）～５ｍ 約１１０ｍ 既設 
区画道路２１号 ４ｍ～６ｍ 約１４０ｍ 既設拡幅 
区画道路２２号  ５ｍ 約 ５５ｍ 既設 
区画道路２３号  ３．３ｍ（４ｍ） 約 ８１ｍ 既設拡幅 
区画道路２４号  ２ｍ（４ｍ） 約 ７０ｍ 既設拡幅 
区画道路２５号  ２ｍ（４ｍ） 約 ３０ｍ 既設拡幅 
歩行者優先道路１号  ６ｍ 約 ２７ｍ 既設 
歩行者優先道路２号  ６ｍ 約 ２７ｍ 既設 
歩行者優先道路３号  ４ｍ 約 ３１ｍ 既設拡幅 
（ ）内は区域外を含む幅員 

公園 

名  称 面  積 備  考 
鶴川駅前みちのべ公園 約  ５２０㎡ 既設 
鶴川駅前やすらぎ公園 約  ３７０㎡ 既設 
鶴川駅前五反田公園 約１，０４０㎡ 既設 
鶴川駅前公園 約  ５５０㎡ 既設（改修、移設） 
能ヶ谷見晴らし公園 約  ５７０㎡ 新設 

地区の 
区分 

地区の名称 駅前商業地区 沿道商業地区 周辺商業地区Ａ 周辺商業地区Ｂ 周辺商業地区Ｃ 住宅地区Ａ 住宅地区Ｂ 
地区の面積 約５．４ｈａ 約１．１ｈａ 約１．３ｈａ 約０．６ｈａ 約０．４ｈａ 約０．９ｈａ 約２．０ｈａ 
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建築物等の 
用途の制限 

次に掲げる建築物は建築してはならない。 
（１）個室付浴場業

に係る公衆浴場、ヌ

ードスタジオ、のぞ

（１）個室付浴場

業に係る公衆浴

場、ヌードスタジ

（１）工場（自家販売のために食品製造業を営むもの

及びガソリンスタンド、クリーニング業、自動車販売

業その他これらに類するサービス業を営む店舗に附

（１）病院 
（２）大学、高

等専門学校、

－ 



き劇場、ストリップ

劇場、専ら異性を同

伴する客の休憩の用

に供する施設、専ら

性的好奇心をそそる

写真その他の物品の

販売を目的とする店

舗その他これらに類

するもの 
（２）工場（自家販

売のために食品製造

業を営むもの及びガ

ソリンスタンド、ク

リーニング業、自動

車販売業その他これ

らに類するサービス

業を営む店舗に附属

するものを除く。） 
（３）倉庫（建築物

に附属するものを除

く。） 
（４）畜舎 
（５）敷地面積が５

００㎡以上の敷地に

建築する建築物で、

１階及び２階部分を

居住の用（当該居住

の用に供される部分

に係る玄関、階段等

オ、のぞき劇場、ス

トリップ劇場、専

ら異性を同伴する

客の休憩の用に供

する施設、専ら性

的好奇心をそそる

写真その他の物品

の販売を目的とす

る店舗その他これ

らに類するもの 
（２）工場（自家販

売のために食品製

造業を営むもの及

びガソリンスタン

ド、クリーニング

業、自動車販売業

その他これらに類

するサービス業を

営む店舗に附属す

るものを除く。） 
（３）倉庫（建築物

に附属するものを

除く。） 
（４）畜舎 
（５）１階部分を

居住の用（当該居

住の用に供される

部分に係る玄関、

階段等を除く。）に

属するものを除く。） 
（２）倉庫（建築物に附属するものを除く。） 
（３）畜舎 

専修学校、各

種学校その他

これらに類す

るもの  



を除く。）に供するも

の 
（６）敷地面積が５

００㎡未満の敷地に

建築する建築物で、

１階部分を居住の用

（当該居住の用に供

される部分に係る玄

関、階段等を除く。）

に供するもの 

供する建築物（住

戸の数が１のもの

を除く。） 

建築物の容

積率の最高

限度 

１０分の５０ 
（ただし、敷地面積

が５００㎡未満の敷

地については１０分

の４０とする。） 

１０分の４０ １０分の４０ １０分の３０ １０分の２０ １０分の２０ － 

建築物の敷

地面積の 
最低限度 

１００㎡ － 

壁面の位置

の制限 

－ 

建築物の外壁

又はこれに代わ

る柱の面から建

築基準法に基づ

く道路（幅員５

ｍ以上の道路を

除く。）の境界線

（ただし、地区

施設として定め

るものについて



は、当該地区施

設の境界線とす

る）までの距離

は０．５ｍ以上

とする。 
※は知事協議事項 

「区域、地区整備計画区域、地区の区分、地区施設の配置、壁面の位置の制限は計画図表示のとおり」 
理由：地区の特性を踏まえた建築物等の適正な制限・誘導を行うとともに、地区施設の整備を誘導することにより、副次核にふさわしい活力と魅力にあふれた街を

実現するため地区計画を変更する。 


